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令和３年１月定例教育委員会議事録 

        （白石町教育委員会会議規則第１６条及び第１７条の規定により作成） 

 

１ 日 時  令和３年１月１８日（月）午前９時 

                   白石町総合センター２階 集団指導室 

２ 出 席 委 員  北村教育長 稲佐委員 下田委員 松尾委員 堤 委員 

３ 事務局職員  出雲学校教育課長 中村生涯学習課長 宮﨑主任指導主事 

吉村学校教育課長補佐 渡部生涯学習課長補佐 

土井生涯学習課長補佐 

川畑庶務係長 平田学校教育係長 原学校統合再編係長 

永尾学校給食係長 山口生涯学習係長 前田主査 

４ 教育長の報告 別紙資料のとおり 

５ 会議に付した議案 

付議第１号 令和３年度準要保護の認定について 

付議第２号 白石町学校給食調理場統合再編計画（案）について 

６ 動議の提出者  なし 

７ 議事の概要  別紙資料のとおり 

８ 議 決 事 項  付議第１号から付議第２号すべて議決 

９ その他   

・事務局からの報告 

・傍聴者 無し 
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１ 開 会  8：57 

   出雲学校教育課長 

 

２ 前回議事録の承認  8：57 

１２月定例教育委員会の会議録を資料により説明 

誤字訂正１カ所 

           委員全員承認 

    

３ 教育長の報告  8：58 

   今年は辛丑で粘りと誠実ということで、教育委員会は、学校再編、給食調理場

の再編、ＧＩＧＡスクール、スポーツ健康増進の町宣言の具現化等々たくさんの

課題を抱えている。中学校の開校準備委員会の立ち上げも関わってくる。困難は

あるが、粘り強く、誠実に対応していきたいと思っている。 

 （前回以降の主な動向） 

   資料より数点を内容紹介。 

   12/21 平和大使招聘による人権集会 

      白石中学校卒業生で２３代目の平和大使、佐賀県では９代目。平和、核の

廃絶について話をされた。 

   12/23 白石町立志式＜福富中＞ 

   12/24 白石町立志式＜白石中・有明中＞ 

      コロナ禍で分散開催。講師として堤教育委員、有明中ＯＢ木下氏。 

    1/ 4 白石町成人式 

      コロナ禍で来賓無し、保護者無し、恩師、関係スタッフのみの開催。２７

０名中８０％参加。 

    1/15 白石町功労者表彰 

      対象６名、特別功労者に人権擁護員の福田忠良氏、マスク等を寄附してい

ただいた５名。 

    

（杵西・藤津地区教育長会：R3.1.12） 

  資料により概要の報告。 

・令和元年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調

査」における佐賀県（国公私立小・中・高・特別支援学校）の状況について 

暴力行為の低年齢化が確実に進んでいるが、本町は小中無し。いじめにつ

いては、佐賀県の報告数は全国対比で少ない、法に照らしての報告を。佐賀

県の少ない要因の一つは、覚知、認知の方式に問題があるのではとの議論が

ある。不登校についても平成１０年度から増加している。本町も中学校は厳
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しい。生徒の不安感などを知るためにＱ-Ｕテストも実施している。 

   ・令和２年度生徒指導に係る訪問で見出された問題行動を起こす児童生徒の背

景と「望ましい体制」「効果ある取組」 

     本町はないが、特に問題を抱える小学校１校、中学校６校を訪問。問題の

中身を掘り起こすということで、分析されている。校長会でも取扱いたい。 

   ・交通事故発生（加害等）状況調べ 

     １２月は、小中学校で８件であり過去になく１２月としては少ない状況。 

 ・令和２年度コミュニティ・スクール導入状況 

    令和２年度佐賀県で２３．７％。 

   ・令和３年度に向けた人事異動協議会計画 

     １月２５日からスタートし、実質５回の協議。 

   ・Ｒ３地域間交流・地域内交流異動希望地区の状況【異動調査書提出時】 

   ・教科用図書採択地区再編（変更）及び令和５年度小学校教科用図書採択地区

協議会における事務局業務スケジュール 

     西部地区は、杵西と藤津の２つに分かれているが１つにする検討がなされ

ている。また、今後の事務局は市で担当し、会計を町で担当することで進め

られているが決定ではない。 

 

４ 付議事項の協議 9：28～ 

  付議第１号 

   令和３年度準要保護の認定について 

   北村教育長：白石町教育委員会会議規則第１５条による秘密会議宣言。 

   前田主査：資料に沿って詳細説明。（２５件） 

         厳正なる審査の結果、認定：２２件、不認定３件。 

 

委員全員承認（付議第１号） 

 

付議第２号 

   白石町学校給食調理場統合再編計画（案）について 

   永尾係長：資料により詳細説明 

        学校給食運営委員会で審議を行い、当運営委員会から意見書を出し

ていただいた。基本的な考え方として、衛生管理、財政面で当町の

場合は、「共同調理場方式（センター方式）」の方がいいのではとい

う意見をいただいている。また、いただいた付帯意見も含めて、そ

れに基づいて、統合再編計画（案）を作成した。 

北村教育長：このことについては、学校給食運営委員会の方で施設の見学もし 
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ていただいた。学校給食法、衛生管理基準の基本的な学びも行った。

５回の会で、先日意見書をいただいた。 

稲佐委員：意見書にかかれているようにこれで良いと思う。アレルギー対応の件

だが、他の市町を見ると本町のように神経を使ってやっているところ

は稀だと思う。その辺、現状でも本町は素晴らしいと思う。ですから

そういったところをやっていく必要があると思う。命は大切ですので、

もしもといったことがあれば大変なことになる。ただ、食育とのから

みもあるし、センター方式になった時は栄養士が入って、アレルギー

の児童生徒にはそれなりのメニューを作って、毎回出されるというこ

とですね。 

永尾係長：今現在、給食センターには栄養職員の方が１人対応している。新しく

センターが１本化した場合は、食数が増える分栄養教諭の配置の人数

が増えるので、チェックというところも複数で出来るのではないかと

思っている。現在は、白石地域、福富地域、有明地域に各１人となっ

ている。 

稲佐委員：加配も間違いなくできますね。 

永尾係長：教育長にお願いしたいと思っています。 

稲佐委員：その辺りがそろえばいいと思っている。 

北村教育長：栄養士と栄養教諭だが、これまで正式には、技師学校栄養職員とい

うことでしたが、食育等が大きくなってより専門的なということで、

栄養教諭等への努力義務となった。これについて、佐賀県については

終了している。栄養教諭の数が決まっているため、これを全県下で回

すということになっている。加配については、できるだけ努力いたし

ます。 

堤 委員：学校給食衛生管理基準だが、制定されたのがいつなのかの記載があっ

た方が良いのでは。 

永尾係長：正式な衛生管理基準は、平成２１年４月１日です。それ以前には似た

ようなのがあったが、最終的には平成２１年の文部科学大臣告示とな

っている。 

堤 委員：建物の老朽化ということで開設年月日が記載されているため、この告

示自体がいつあったかということが記載してあった方がいいと思う。 

永尾係長：分かりました。衛生管理基準のところに文部科学大臣告示ということ

で制定日を記載します。 

堤 委員：このＨＡＣＣＰ（ハサップ）というのは、どこの団体が定めている  

のか。 

永尾係長：ＨＡＣＣＰ（ハサップ）というのは、国連の国連食糧農業機関（Ｆ   
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ＡＯ）と世界保健機構（ＷＨＯ）の合同機関である食品規格委員会

（Ｃｏｄｅｘ）が設置。 

堤 委員：国連関連機関が定めている等の記載をした方が良いのでは。 

永尾係長：このＨＡＣＣＰ（ハサップ）ですが、来年度から１０食以上を作っ

ている全企業はすべて対象とされる。学校給食、病院給食も１０食

以上作っていれば全て対象となる。 

堤 委員：先ほども話のあったアレルギー対応のところで、以前、センター化

されるとアレルギー対応がおろそかになるのではという意見があっ

たと思うが、一カ所にまとめるからよくなるというように、例えば

アレルギー室を設ける等記載した方がいいのでは。ここでは、今ま

でにあったか、なかったかもわからないため、例えば新たにアレル

ギー対応室を設けるなど。先ほどの説明で、細やかなアレルギー対

応を実施するということで、専門家の複数の目が入るのを明記させ

た方がいいのでは。そのアレルギー対応について、センター化する

ことで何が良くなるかということ。 

下田委員：センターで調理した時の調理員の数を１３人想定されているが、こ

れは、１３人を採用する予定なのか、それとも２，０００食を作る

のに１３人の調理員が必要なのか。 

永尾係長：前回示した経費の資料となるが、現在１，０５０食を給食センター

で作っている。それを現在１３名で調理をしているが、２，０００

食対応にした時に想定だが、１８名の調理員ということにしている。

現在、自校まで入れて３２名だがセンター一本化になると１８名で

済むということで、１０名以上の削減ができるということです。 

北村教育長：貴重な御意見、お気づきありがとうございます。それでは、今後

この計画（案）を基に具現化するということで進めていきたいと思

います。 

 

委員全員承認（付議第２号） 

          

（一時休憩） 

 

５ その他 11：10～ 

 （１）問題行動月別報告について 

   梅木指導主事：資料により詳細説明 

        不登校については、１２月新規で小学校は３名、これまでのお子さ

んはかなり改善の状況。中学校も新規４名、特に３年生の改善傾向
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の報告も受けている。いじめについては、小学校で７件、中学校で

３件。大きな問題とならず対応していただいている。 

   下田委員：資料に記載の方々が対応にあたられていると思うが、対応の状況等

は教育委員会に上がってきているか。 

   梅木指導主事：そこまで定期的な連絡は受けていない。各学期に教育相談部会

等を集まって行うが、その時に詳細の報告を受けている。また、新

規のお子さんについては、欠席が続いているようであれば聞き取り

を行っている。 

   堤 委員：いじめの方は、アンケートによるものが比較的に多いようであるが

これは児童生徒向けのアンケートか。 

   梅木指導主事：基本的には児童生徒向けのアンケートです。学校から上がって

くる分のため、保護者に向けたアンケートも混在しているとは思う。 

   堤 委員：保護者からというのもあるため混在していると思うが、保護者向け

というのはどういった内容なのか。保護者向けなのか児童生徒向け

なのか気になった。 

        不登校に民生委員が関わっておられるが、この方々が不登校に関わ

られるケースとは。 

   梅木指導主事：ケース会議に上がってきている分で、関わりは日頃の様子を見

に行ってもらうなど。完全不登校とか家庭的状況が不安定なところ

とかです。 

        （全委員承諾） 

 

 （２）全国学習状況調査質問紙調査結果について 

   梅木指導主事：資料により説明。 

        成果としては、自主的な家庭学習への取組や家庭でのルールを持っ

た生活習慣が図られている。地域行事への参加など、地域とのつな

がりが深い。コミュニティーが進んでいるところがみられる。課題

としては、小学校において自信を持って、自分のよさを実感したり、

困難に立ち向かおうとする児童が少ない。中学校段階において計画

的な学習習慣が低下する傾向にある。自己肯定感をしっかり高めて

いかないといけない。 

   稲佐委員：いつも教育長がおっしゃっているが、自己肯定感を高めるためには

ということで、存在価値を両親が認めてしっかり褒めてあげる。学

校だけではできないため、家庭がその辺りはキチっとしないといけ

ない。まさにその辺りをコミュニティ・スクールではないですけど、

濃厚な人間リレーションシップというかそういうものをもっていか
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ないといけないと感じる。 

        （全委員承諾） 

 

 （３）教職員の綱紀粛正について 

  宮﨑主任指導主事：資料により詳細説明 

        公立学校の教諭がわいせつ行為を行ったということで、懲戒免職処

分があった。今年度３例目の懲戒免職処分です。この件については、

各校にも発出し、校長会においても提案し、徹底した指導を行うこ

ととしている。 

   稲佐委員：このようなことについては、毎回校長会で校長先生に指導するよう

お話ししていいと思う。 

        （全委員承諾） 

 

 （４）学校現場の業務改善強化月間の取組結果報告について 

   宮﨑主任指導主事：資料により詳細説明 

        この取り組みについては、８月にお話をしていた。その結果につい

ては、平均としては、十分に達成できているということで、管理職

の声かけや職場の雰囲気づくりの効果が大きい。この取り組みによ

り個人の意識が高まり、結果として時間外勤務時間の短縮につなが

っている。学校毎に工夫した取組みをしていることが分かる。また、

課題としては、行事があると、その準備に時間がかかる。退勤が遅

い職員の固定化。業務内容や保護者対応、パソコンの不具合等、努

力だけではうまくいかないものもある。などの意見もあった。 

   堤 委員：色々な部分がＩＣＴ化されていくが紙ベースのものも結構残ってい

るという非常に中途半端なところで、必ずしもＩＣＴがスムーズな

業務運営につながっていないところがあるのかなと思っているとこ

ろだが、その辺も思い切ったというか、かなりスマホ等も普及して

いるので、思い切って紙を減らすというのも、そろそろやってもい

いかと思っているところです。 

   下田委員：これについて、校長、教育委員会が色々と指導されていると思うが、

全然違う外の意見、例えば社会保険労務士とか専門的な方の意見を

聞いたりしたことはあるか。専門家の話を聞いてもいいと思う。以

前残業がすごく多かったが、社会保険労務士に入ってもらい、話を

してもらったことで改善してきた。 

        （全委員承諾） 
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 （５）中学校統合再編計画（案）に対するパブリックコメントの回答について 

   原 係長：資料により詳細説明。 

        ３名の方から意見をいただいた。すべては学校統合再編計画に対す

る意見というよりは、統合再編に関する意見であった。パブリック

コメントについては、回答することとしているためその回答につい

て確認していただきたい。 

   永尾係長：関連で、学校給食調理場の再編計画も本日計画（案）の審議をして

いただいたが、今後の学校統合再編計画と併せて進めていきたいと

思う。 

        （全委員承諾） 

 

 （６）成人式の報告について 

   山口係長：資料により説明。 

        １月４日に来賓、保護者の出席自粛で開催。開催後２週間経過した

が、関係者の新型コロナウイルスへの感染は出ていない。対象者２

７０名で２１４名の参加。昨年は２７７名中２２１名参加で、新型

コロナウイルスの影響はほぼなかった。 

        （全委員承諾） 

 

 （７）２月行事予定表 

   川畑係長：資料により行事内容説明。 

        （全委員承諾） 

 

 （８）その他 

   出雲課長：行事予定にあったように次回教育委員会後に総合教育会議を開催し

ますのでよろしくお願いしたい。 

        （全委員承諾） 

 

５ 閉 会  11：47 

出雲課長 


